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(57)【要約】
【課題】ロータの回転を停止させたときに試料容器を確 
実に所定の位置に存在させることができるスイングロー 
タ式遠心分離機を提供する。
【解決手段】スイングロータ式遠心分離機（１０）は、 
回転軸（１１１）の周りに回転するロータ（１１）と、 
前記ロータに、前記回転軸に垂直な回動軸の周りに回動 
可能に保持され、試料容器（２０）を保持する保持部（ 
１１３）を備えるキャリア（１２）と、前記キャリアを 
前記回動軸に関して所定の角度に調整する傾き調整機構 
（１３）とを備える。ロータの回転を停止させたときに 
キャリアを所定の角度に調整することにより、保持部に 
保持された試料容器を確実に所定の位置に存在させるこ 
とができる。
【選択図】図２

審査請求　未請求　請求項の数　6　　ＯＬ　（全13頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 回 転 軸 の 周 り に 回 転 す る ロ ー タ と 、
　 前 記 ロ ー タ に 、 前 記 回 転 軸 に 垂 直 な 回 動 軸 の 周 り に 回 動 可 能 に 保 持 さ れ 、 試 料 容 器 を 保  
持 す る 保 持 部 を 備 え る キ ャ リ ア と 、
　 前 記 キ ャ リ ア を 前 記 回 動 軸 に 関 し て 所 定 の 角 度 に 調 整 す る 傾 き 調 整 機 構 と
を 備 え る ス イ ン グ ロ ー タ 式 遠 心 分 離 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 傾 き 調 整 機 構 が 、 前 記 キ ャ リ ア を 前 記 回 動 軸 の 周 り に 前 記 所 定 の 角 度 ま で 回 動 さ せ  
る よ う に 該 キ ャ リ ア の 一 部 を 押 圧 す る 押 圧 機 構 を 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ス イ ン グ ロ ー  
タ 式 遠 心 分 離 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 押 圧 機 構 が 、 前 記 キ ャ リ ア の 上 部 の う ち 前 記 回 動 軸 よ り も 前 記 ロ ー タ の 回 転 に 関 し  
て 外 側 の 位 置 を 、 前 記 キ ャ リ ア を 前 記 回 動 軸 の 周 り に 前 記 所 定 の 角 度 ま で 回 動 さ せ る 所 定  
の 高 さ ま で 下 方 に 押 圧 す る も の で あ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の ス イ ン グ ロ ー タ 式 遠 心 分 離 機 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 押 圧 機 構 が 、 分 析 試 料 前 処 理 装 置 が 備 え る ロ ボ ッ ト ア ー ム で あ る 、 請 求 項 ３ に 記 載  
の ス イ ン グ ロ ー タ 式 遠 心 分 離 機 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ３ 又 は ４ に 記 載 の ス イ ン グ ロ ー タ 式 遠 心 分 離 機 に お け る 前 記 キ ャ リ ア の 傾 き を 調  
整 す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 キ ャ リ ア の 上 部 に 水 準 器 を 載 置 し た う え で 、 該 上 部 の う ち 前 記 回 動 軸 よ り も 前 記 ロ  
ー タ の 回 転 に 関 し て 外 側 の 位 置 を 前 記 押 圧 機 構 で 下 方 に 押 圧 し て ゆ き 、 該 水 準 器 が 水 平 で  
あ る こ と を 示 し た と き の 該 押 圧 機 構 の 高 さ を 前 記 所 定 の 高 さ と し て 記 録 す る 予 備 実 験 を 行  
い 、
　 前 記 ス イ ン グ ロ ー タ 式 遠 心 分 離 機 の 使 用 時 に 、 前 記 ロ ー タ の 回 転 を 停 止 し た 後 、 前 記 位  
置 を 前 記 押 圧 機 構 に よ り 前 記 高 さ ま で 下 方 に 押 圧 す る
　 こ と を 特 徴 と す る ス イ ン グ ロ ー タ 式 遠 心 分 離 機 の キ ャ リ ア の 傾 き 調 整 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ス イ ン グ ロ ー タ 式 遠 心 分 離 機 と 、
　 前 記 キ ャ リ ア が 前 記 所 定 の 角 度 に 調 整 さ れ た 状 態 に お け る 前 記 保 持 部 の 位 置 と 前 記 ス イ  
ン グ ロ ー タ 式 遠 心 分 離 機 の 外 部 と の 間 で 試 料 容 器 を 移 動 さ せ る ロ ボ ッ ト ア ー ム と
を 備 え る 分 析 試 料 前 処 理 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ス イ ン グ ロ ー タ 式 遠 心 分 離 機 、 及 び 、 ク ロ マ ト グ ラ フ 等 の 分 析 装 置 で 分 析 す  
る 試 料 に 対 す る 前 処 理 を 行 う た め の 装 置 で あ っ て 該 遠 心 分 離 機 を 備 え る 分 析 試 料 前 処 理 装  
置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 分 析 装 置 に お い て 試 料 の 分 析 が 行 わ れ る 前 に 、 試 料 の 前 処 理 が 行 わ れ る こ と が あ る 。 例  
え ば 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 分 析 試 料 前 処 理 装 置 は 、 ク ロ マ ト グ ラ フ に よ る 分 析 の 前 に 試 料  
の 前 処 理 を 実 行 す る 装 置 で あ っ て 、 分 析 対 象 の 試 料 を 計 量 し て 試 料 容 器 内 に 導 入 す る 試 料  
導 入 部 、 試 料 容 器 を 振 と う す る こ と に よ り 内 容 物 を 攪 拌 す る 振 と う 部 、 試 料 容 器 に 所 定 の  
溶 媒 や 内 部 標 準 試 薬 等 の 添 加 物 を 添 加 す る 添 加 部 、 試 料 容 器 に 遠 心 力 を 加 え る こ と に よ り  
試 料 容 器 の 内 容 物 に 対 し て 遠 心 分 離 の 処 理 を 行 う 分 離 部 、 試 料 容 器 内 で 分 離 さ れ た 分 離 物  
を ピ ペ ッ ト で 抽 出 す る 抽 出 部 等 を 備 え る 。 ま た 、 こ の 分 析 試 料 前 処 理 装 置 は ベ ル ト コ ン ベ  
ア 及 び ロ ボ ッ ト ア ー ム を 備 え 、 そ れ ら に よ り 上 記 各 部 間 で 試 料 容 器 を 移 送 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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　 分 離 部 で は 、 ス イ ン グ ロ ー タ 式 遠 心 分 離 機 （ 例 え ば 特 許 文 献 ２ 参 照 ） が 好 適 に 用 い ら れ  
る 。 ス イ ン グ ロ ー タ 式 遠 心 分 離 機 は 、 遠 心 分 離 処 理 時 に 略 鉛 直 方 向 の 軸 の 周 り に 高 速 回 転  
す る ロ ー タ と 、 試 料 容 器 を 収 容 す る キ ャ リ ア を 備 え る 。 キ ャ リ ア は 、 略 水 平 な 回 動 軸 に よ  
り 、 収 容 さ れ た 試 料 容 器 が 略 鉛 直 方 向 （ 試 料 容 器 の 底 が 下 側 と な る 方 向 ） と な る 角 度 と 略  
水 平 方 向 （ 試 料 容 器 の 底 が ロ ー タ の 回 転 の 外 側 と な る 方 向 ） と な る 角 度 の 間 で 回 動 可 能 に  
ロ ー タ に 保 持 さ れ る 。 こ の 遠 心 分 離 機 を 使 用 す る 際 に は 、 試 料 容 器 を 略 鉛 直 方 向 と な る よ  
う に キ ャ リ ア に 取 り つ け た 後 、 ロ ー タ を 高 速 回 転 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 試 料 容 器 は 遠 心 力  
に よ っ て 略 水 平 と な っ た 状 態 で 高 速 回 転 し 、 試 料 容 器 内 の 内 容 物 に 遠 心 力 が 試 料 容 器 の 底  
に 向 く 方 向 に 働 く 。 ロ ー タ の 回 転 を 停 止 さ せ る と 、 試 料 容 器 は 略 鉛 直 状 態 に 戻 る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2 0 2 1 - 1 3 1 3 3 5 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 2 0 1 4 - 1 5 1 2 4 7 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ス イ ン グ ロ ー タ 式 遠 心 分 離 機 で は 、 停 止 時 の ロ ー タ の 回 転 位 置 は 制 御 さ れ て い る が 、 キ  
ャ リ ア を 回 動 さ せ る 回 動 軸 の 摩 擦 抵 抗 等 に よ り 、 ロ ー タ の 回 転 を 停 止 さ せ た と き に キ ャ リ  
ア が 完 全 に は 元 の 向 き ま で 戻 ら ず 、 試 料 容 器 が 略 鉛 直 よ り も 手 前 の や や 傾 斜 し た 状 態 で キ  
ャ リ ア が 停 止 す る こ と が あ る 。 そ う す る と 、 試 料 容 器 の 姿 勢 が 本 来 の 戻 る べ き 略 鉛 直 状 態  
か ら ず れ て し ま い 、 そ の 結 果 、 試 料 容 器 の 位 置 が 本 来 の 戻 る べ き 位 置 か ら ず れ て し ま う 。  
上 述 の 分 析 試 料 前 処 理 装 置 の よ う に ロ ボ ッ ト ア ー ム を 用 い て 試 料 容 器 を 移 送 す る 場 合 に は  
、 所 定 の 位 置 に 試 料 容 器 が 存 在 す る こ と を 前 提 と し て ロ ボ ッ ト ア ー ム が 試 料 容 器 を 取 り 出  
そ う と す る が 、 上 記 の よ う に ス イ ン グ ロ ー タ 式 遠 心 分 離 機 に お い て 試 料 容 器 が 本 来 の 位 置  
か ら ず れ て し ま う と 試 料 容 器 を キ ャ リ ア か ら 取 り 出 す こ と が で き な く な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 ロ ー タ の 回 転 を 停 止 さ せ た と き に 試 料 容 器 を 確 実 に  
所 定 の 位 置 に 存 在 さ せ る こ と が で き る ス イ ン グ ロ ー タ 式 遠 心 分 離 機 、 及 び 該 遠 心 分 離 機 を  
備 え る 分 析 試 料 前 処 理 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 成 さ れ た 本 発 明 に 係 る ス イ ン グ ロ ー タ 式 遠 心 分 離 機 は 、
　 回 転 軸 の 周 り に 回 転 す る ロ ー タ と 、
　 前 記 ロ ー タ に 、 前 記 回 転 軸 に 垂 直 な 回 動 軸 の 周 り に 回 動 可 能 に 保 持 さ れ 、 試 料 容 器 を 保  
持 す る 保 持 部 を 備 え る キ ャ リ ア と 、
　 前 記 キ ャ リ ア を 前 記 回 動 軸 に 関 し て 所 定 の 角 度 に 調 整 す る 傾 き 調 整 機 構 と
を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る 分 析 試 料 前 処 理 装 置 は 、
　 前 記 ス イ ン グ ロ ー タ 式 遠 心 分 離 機 と 、
　 前 記 キ ャ リ ア が 前 記 所 定 の 角 度 に 調 整 さ れ た 状 態 に お け る 前 記 保 持 部 の 位 置 と 前 記 ス イ  
ン グ ロ ー タ 式 遠 心 分 離 機 の 外 部 と の 間 で 試 料 容 器 を 移 動 さ せ る ロ ボ ッ ト ア ー ム と
を 備 え る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る ス イ ン グ ロ ー タ 式 遠 心 分 離 機 で は 、 保 持 部 に 試 料 容 器 を 保 持 し た 状 態 で ロ  
ー タ を 回 転 さ せ る こ と に よ り 遠 心 分 離 処 理 を 行 っ た 後 、 ロ ー タ の 回 転 を 停 止 さ せ 、 さ ら に  
、 傾 き 調 整 機 構 に よ り キ ャ リ ア を 回 動 軸 に 関 し て 所 定 の 角 度 に 調 整 す る 。 こ れ に よ り 、 ロ  
ー タ の 回 転 を 停 止 さ せ た 時 点 で は キ ャ リ ア が 回 動 軸 に 関 し て 本 来 の （ 所 定 の ） 角 度 （ 傾 き  
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） と は 異 な る 角 度 と な っ た 場 合 に も 、 傾 き 調 整 機 構 に よ り 所 定 の 角 度 に 調 整 さ れ る 。 こ れ  
に よ り 、 保 持 部 （ 及 び そ れ に 保 持 さ れ た 試 料 容 器 ） を 確 実 に 所 定 の 位 置 に 存 在 さ せ る こ と  
が で き る 。 そ の た め 、 ロ ボ ッ ト ア ー ム を 用 い て 、 試 料 容 器 を 保 持 部 か ら 取 り 出 す こ と や 、  
次 に 遠 心 分 離 処 理 を 行 う 試 料 容 器 を 保 持 部 に 保 持 さ せ る こ と を 確 実 に 実 行 す る こ と が で き  
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 分 析 試 料 前 処 理 装 置 の 実 施 形 態 を 示 す 概 略 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る ス イ ン グ ロ ー タ 式 遠 心 分 離 機 の 一 実 施 形 態 の 構 成 を 示 す 上 面 図 ( a )  
及 び A - A 縦 断 面 図 ( b ) 。
【 図 ３ 】 本 実 施 形 態 の 遠 心 分 離 機 に お い て 、 ロ ー タ の 回 転 前 の キ ャ リ ア ( a ) 、 ロ ー タ の 回  
転 中 の キ ャ リ ア ( b ) 、 及 び ロ ー タ の 停 止 直 後 （ 傾 き 調 整 を 行 う 前 ） の キ ャ リ ア ( c ) の 傾 き  
の 状 態 を 示 す 図 。
【 図 ４ 】 キ ャ リ ア が 傾 斜 し て い な い 状 態 で キ ャ リ ア か ら 試 料 容 器 を 取 り 出 す 様 子 を 示 す 図  
( a ) 、 及 び キ ャ リ ア が 傾 斜 し て い る こ と に よ り キ ャ リ ア か ら 試 料 容 器 を 取 り 出 す こ と が で  
き な い 様 子 を 示 す 図 ( b ) 。
【 図 ５ 】 キ ャ リ ア の 回 動 軸 よ り も ロ ー タ の 回 転 の 外 側 の 部 分 を 所 定 の 高 さ ま で 押 し 下 げ る  
こ と に よ り キ ャ リ ア の 傾 斜 を 調 整 す る 様 子 を 示 す 図 。
【 図 ６ 】 キ ャ リ ア が 傾 斜 し て い な い 状 態 に お け る 保 持 部 の 位 置 を 求 め る た め の 操 作 を 示 す  
図 。
【 図 ７ 】 キ ャ リ ア の 傾 き を 調 整 す る 際 に キ ャ リ ア を 押 す 位 置 ( a ) 及 び 引 く 位 置 ( b ) を 示 す  
図 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ ～ 図 ７ を 用 い て 、 本 発 明 に 係 る ス イ ン グ ロ ー タ 式 遠 心 分 離 機 及 び 分 析 試 料 前 処 理 装  
置 の 実 施 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
 ( 1 )  本 実 施 形 態 の 分 析 試 料 前 処 理 装 置
　 図 １ に 、 本 実 施 形 態 の 分 析 試 料 前 処 理 装 置 １ の 概 略 を 示 す 。 こ の 分 析 試 料 前 処 理 装 置 １  
は 、 分 析 対 象 の 試 料 を 計 量 し て 試 料 容 器 ２ ０ （ 後 述 ） 内 に 導 入 す る 試 料 導 入 部 ２ と 、 試 料  
容 器 ２ ０ を 振 と う す る こ と に よ り 内 容 物 を 攪 拌 す る 振 と う 部 ３ と 、 試 料 が 導 入 さ れ て い る  
試 料 容 器 ２ ０ 内 に 溶 媒 や 内 部 標 準 試 薬 等 の 添 加 物 を 添 加 す る 添 加 部 ４ と 、 本 実 施 形 態 の ス  
イ ン グ ロ ー タ 式 遠 心 分 離 機 （ 以 下 、 「 遠 心 分 離 機 」 と 略 記 す る ） １ ０ と 、 試 料 容 器 ２ ０ 内  
で 分 離 さ れ た 分 離 物 を ピ ペ ッ ト で 抽 出 す る 抽 出 部 ５ と 、 こ れ ら 各 部 間 で 試 料 容 器 ２ ０ を 搬  
送 す る 搬 送 装 置 ６ と を 有 す る 。 搬 送 装 置 ６ は 、 ベ ル ト コ ン ベ ア ６ １ と 、 上 記 各 部 と ベ ル ト  
コ ン ベ ア ６ １ の 間 で 試 料 容 器 ２ ０ を 移 載 す る 複 数 の ロ ボ ッ ト ア ー ム を 備 え る 。 ロ ボ ッ ト ア  
ー ム の う ち 、 本 実 施 形 態 の 遠 心 分 離 機 １ ０ と ベ ル ト コ ン ベ ア ６ １ の 間 で の 移 載 を 担 う も の  
を 、 符 号 １ ３ １ を 付 し て 示 す 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 実 施 形 態 の 分 析 試 料 前 処 理 装 置 １ は 遠 心 分 離 機 １ ０ に 特 徴 を 有 し 、 遠 心 分 離 機 １ ０ 以  
外 の 構 成 要 素 は 従 来 の 分 析 試 料 前 処 理 装 置 と 同 様 で あ る 。 そ の た め 、 以 下 で は 、 遠 心 分 離  
機 １ ０ に 対 象 を 絞 っ て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
( 2 )  本 実 施 形 態 の 遠 心 分 離 機
( 2 - 1 )  本 実 施 形 態 の 遠 心 分 離 機 の 構 成
　 図 ２ に 、 本 実 施 形 態 の 遠 心 分 離 機 １ ０ の 構 成 を 示 す 。 こ の 遠 心 分 離 機 １ ０ は 、 ロ ー タ １  
１ と 、 ロ ー タ に 保 持 さ れ た キ ャ リ ア １ ２ と 、 傾 き 調 整 機 構 １ ３ と を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ロ ー タ １ １ は 、 略 鉛 直 方 向 に 延 び る 実 軸 で あ る 回 転 軸 １ １ １ を 有 す る 。 回 転 軸 １ １ １ の  
下 方 に は モ ー タ １ ４ が 設 け ら れ て お り 、 後 述 の 制 御 部 １ ３ ２ に よ る 制 御 に 従 っ て モ ー タ １  
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４ が 回 転 す る こ と に よ り 、 回 転 軸 １ １ １ が 回 転 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 回 転 軸 １ １ １ に は 、 そ の 上 寄 り の 位 置 か ら 略 水 平 方 向 に 延 び る 4 本 の ア ー ム １ １ ２ が 取  
り つ け ら れ て い る 。 こ れ ら 4 本 の ア ー ム １ １ ２ は 回 転 軸 １ １ １ の 周 り に 9 0 ° 間 隔 で 設 け  
ら れ て い る 。 各 ア ー ム １ １ ２ の 先 端 は 二 叉 に 分 岐 し た 分 岐 部 １ １ ２ １ が 形 成 さ れ て お り 、  
各 分 岐 部 １ １ ２ １ に は 、 隣 接 す る ア ー ム １ １ ２ の 分 岐 部 １ １ ２ １ に 向 か っ て 延 び る キ ャ リ  
ア 保 持 ピ ン １ １ ３ が 設 け ら れ て い る 。 隣 接 す る ア ー ム １ １ ２ 同 士 で は 、 キ ャ リ ア 保 持 ピ ン  
１ １ ３ が 対 向 し て 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 キ ャ リ ア １ ２ は 、 隣 接 す る ア ー ム １ １ ２ 間 に 1 個 ず つ 、 遠 心 分 離 機 １ ０ 全 体 で 4 個 設 け  
ら れ て い る 。 各 キ ャ リ ア １ ２ は 、 試 料 容 器 ２ ０ を 保 持 す る 孔 で あ る 保 持 部 １ ２ ３ が 設 け ら  
れ た 本 体 部 １ ２ １ と 、 本 体 部 １ ２ １ を 収 容 す る 本 体 収 容 部 １ ２ ２ と を 有 す る 。 各 キ ャ リ ア  
１ ２ の 本 体 収 容 部 １ ２ ２ の 側 面 に は 凹 部 が 合 わ せ て 2 個 設 け ら れ て い る 。 隣 接 す る 2 個 の  
ア ー ム に そ れ ぞ れ 設 け ら れ た キ ャ リ ア 保 持 ピ ン １ １ ３ が こ れ ら 凹 部 に 係 合 す る こ と に よ り  
、 各 キ ャ リ ア １ ２ は ロ ー タ １ １ に 、 図 ２ ( a ) に 一 点 鎖 線 で 示 し た 回 動 軸 の 周 り に 回 動 可 能  
に 保 持 さ れ る 。 な お 、 本 実 施 形 態 の 構 成 と は 逆 に 、 各 キ ャ リ ア １ ２ の 本 体 収 容 部 １ ２ ２ の  
側 面 に キ ャ リ ア 保 持 ピ ン を 設 け 、 ア ー ム １ １ ２ の 分 岐 部 １ １ ２ １ に 凹 部 を 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ こ で 試 料 容 器 ２ ０ に つ い て 説 明 す る 。 試 料 容 器 ２ ０ （ 図 ３ ( a ) 参 照 ） は 、 筒 状 の 試 料  
収 容 部 ２ １ と 、 試 料 収 容 部 ２ １ の 上 端 に 取 り つ け ら れ る 蓋 部 ２ ２ と 、 試 料 収 容 部 ２ １ の 下  
端 （ 試 料 容 器 ２ ０ の 底 ） に 設 け ら れ た ろ 過 膜 ２ ３ と を 有 す る 。 蓋 部 ２ ２ の 一 部 に は ゴ ム 製  
の メ ン ブ レ ン が 設 け ら れ て お り 、 ピ ペ ッ ド 等 で メ ン ブ レ ン を 貫 通 さ せ て 試 料 収 容 部 ２ １ 内  
に 内 容 物 を 供 給 す る こ と が で き る 。 ろ 過 膜 ２ ３ に は 、 遠 心 分 離 機 に よ っ て 試 料 収 容 部 ２ １  
内 の 内 容 物 に ろ 過 膜 ２ ３ 側 に 向 か っ て 作 用 す る 力 を 付 与 す る こ と に よ っ て 初 め て 溶 媒 等 の  
分 析 対 象 外 の 物 が 通 過 可 能 と な る よ う 、 孔 径 が 非 常 に 小 さ い も の が 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 保 持 部 １ ２ ３ に は 、 キ ャ リ ア １ ２ が 回 動 軸 に 関 し て 所 定 の 角 度 を 向 く 状 態 に お い て 、 試  
料 容 器 ２ ０ が 略 鉛 直 と な る よ う に 保 持 さ れ る 。 こ こ で キ ャ リ ア １ ２ の 「 所 定 の 角 度 」 は 、  
キ ャ リ ア 保 持 ピ ン １ １ ３ と 凹 部 の 間 の 摩 擦 が 十 分 に 小 さ い 場 合 に お い て 、 ロ ー タ １ １ が 回  
転 し て い な い （ 遠 心 力 が 作 用 し て い な い ） と き に 、 キ ャ リ ア １ ２ の 自 重 で 自 然 に 向 く 角 度  
と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 体 部 １ ２ １ 内 の 保 持 部 １ ２ ３ の 下 方 に は 、 遠 心 分 離 時 に ろ 過 膜 ２ ３ を 通 過 し た 溶 媒 等  
の 廃 液 を 貯 留 す る 廃 液 貯 留 部 １ ２ ４ が 設 け ら れ て い る 。 廃 液 貯 留 部 １ ２ ４ の 容 量 は 試 料 容  
器 ２ ０ の 試 料 収 容 部 ２ １ の 容 量 よ り も 十 分 に 大 き い 。 そ の た め 、 1 回 の 遠 心 分 離 の 操 作 だ  
け で 廃 液 貯 留 部 １ ２ ４ が 一 杯 に な る こ と は な く 、 複 数 回 操 作 し た 後 に 適 宜 の タ イ ミ ン グ で  
本 体 収 容 部 １ ２ ２ か ら 本 体 部 １ ２ １ を 取 り 外 し て 廃 液 貯 留 部 １ ２ ４ 内 の 廃 液 を 廃 棄 す る 操  
作 を 行 え ば よ い 。 本 体 部 １ ２ １ の 上 面 の 中 央 に は 上 方 に 突 出 し た 把 持 部 １ ２ ５ が 設 け ら れ  
て お り 、 こ の 把 持 部 １ ２ ５ を 人 の 手 や ロ ボ ッ ト ア ー ム で 把 持 し て 持 ち 上 げ る こ と に よ り 、  
本 体 収 容 部 １ ２ ２ か ら 本 体 部 １ ２ １ を 取 り 外 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 各 キ ャ リ ア １ ２ に 設 け る 保 持 部 １ ２ ３ は 、 1 個 の み で も よ い が 、 多 数 の 試 料 に 対 し て 同  
時 に 遠 心 分 離 を 行 う こ と が で き る よ う 、 複 数 個 備 え る こ と が 好 ま し い 。 本 実 施 形 態 で は 孔  
１ ２ １ １ を 1 個 の 本 体 部 １ ２ １ に つ き 8 個 、 遠 心 分 離 機 １ ０ 全 体 で 3 2 個 備 え る 。 従 っ て 、  
こ の 遠 心 分 離 機 １ ０ に は 同 時 に 最 大 3 2 個 の 試 料 容 器 ２ ０ を 保 持 す る こ と が で き る が 、 そ  
れ よ り も 少 な い 個 数 の 試 料 容 器 ２ ０ を 保 持 さ せ た 状 態 で 遠 心 分 離 の 処 理 を 行 っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 傾 き 調 整 機 構 １ ３ は 、 ロ ボ ッ ト ア ー ム １ ３ １ と 制 御 部 １ ３ ２ を 有 す る 。 ロ ボ ッ ト ア ー ム  
１ ３ １ は 、 本 来 、 本 実 施 形 態 の 分 析 試 料 前 処 理 装 置 １ に お い て 遠 心 分 離 機 １ ０ と 他 の 前 処  
理 を 実 行 す る 装 置 と の 間 で 試 料 容 器 ２ ０ を 移 送 す る た め に 設 け ら れ て い る も の で あ る 。 本  
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実 施 形 態 の 遠 心 分 離 機 １ ０ で は 、 ロ ボ ッ ト ア ー ム １ ３ １ は こ の 本 来 の 機 能 と 共 に 、 傾 き 調  
整 機 構 １ ３ の 機 能 の 一 部 も 担 う こ と と な る 。 制 御 部 １ ３ ２ は 、 ロ ボ ッ ト ア ー ム １ ３ １ の 動  
作 を 制 御 す る と 共 に 、 モ ー タ １ ４ の 動 作 も 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
( 2 - 2 )  本 実 施 形 態 の 遠 心 分 離 機 の 動 作
　 以 下 、 本 実 施 形 態 の 遠 心 分 離 機 １ ０ の 動 作 を 説 明 す る 。 予 め 、 分 析 試 料 前 処 理 装 置 １ の  
試 料 導 入 部 ２ に よ り 分 析 対 象 の 試 料 を 計 量 し て 導 入 し た う え で 、 振 と う 部 ３ に よ り 試 料 を  
振 と う し た 後 、 添 加 部 ４ に よ り 添 加 物 を 添 加 し た 試 料 容 器 ２ ０ が 、 ベ ル ト コ ン ベ ア ６ １ に  
よ り 遠 心 分 離 機 １ ０ の 近 傍 に 移 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 遠 心 分 離 機 １ ０ で は 、 ロ ー タ １ １ は 、 4 個 の キ ャ リ ア １ ２ の う ち の 1 個 が 所 定 位 置 に 配  
置 さ れ る 回 転 角 度 で 停 止 し て い る 。 こ の 状 態 で 、 ロ ボ ッ ト ア ー ム １ ３ １ は 、 制 御 部 １ ３ ２  
の 制 御 に よ り 、 ベ ル ト コ ン ベ ア ６ １ か ら 、 前 記 所 定 位 置 に 配 置 さ れ た キ ャ リ ア １ ２ が 有 す  
る 保 持 部 １ ２ ３ の う ち の 1 つ に 試 料 容 器 ２ ０ を 移 載 す る （ 図 ３ ( a ) ） 。 こ の よ う に 前 記 所  
定 位 置 に 配 置 さ れ た キ ャ リ ア １ ２ に 対 し て 試 料 容 器 ２ ０ が 移 載 さ れ る こ と か ら 、 以 下 で は  
該 所 定 位 置 を 「 移 載 処 理 位 置 」 と 呼 ぶ 。 こ こ で 、 移 載 処 理 位 置 に 配 置 さ れ た キ ャ リ ア １ ２  
に お け る 保 持 部 １ ２ ３ の 水 平 方 向 の 位 置 及 び 高 さ は 予 め 記 憶 部 （ 図 示 せ ず ） に 記 憶 さ れ て  
お り 、 ロ ボ ッ ト ア ー ム １ ３ １ は そ れ ら 記 憶 さ れ た 位 置 及 び 高 さ に 試 料 容 器 ２ ０ を 移 動 さ せ  
る こ と に よ り 、 保 持 部 １ ２ ３ の 位 置 を 検 知 す る こ と な く 、 （ 後 述 す る キ ャ リ ア １ ２ の 傾 斜  
の 問 題 が 生 じ な い 限 り ） 正 確 に 保 持 部 １ ２ ３ に 試 料 容 器 ２ ０ を 保 持 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 制 御 部 １ ３ ２ は 、 試 料 容 器 ２ ０ を 保 持 さ せ た 保 持 部 １ ２ ３ を 記 憶 部 に 記 憶 さ せ た う え で  
、 未 だ 空 い て い る 保 持 部 １ ２ ３ を 対 象 と し て ロ ボ ッ ト ア ー ム １ ３ １ に 同 様 の 操 作 を 実 行 さ  
せ る 。 こ れ ら の 操 作 は 、 1 個 の キ ャ リ ア １ ２ に 所 定 の 個 数 の 試 料 容 器 ２ ０ が 保 持 さ れ る ま  
で 繰 り 返 す 。 1 個 の キ ャ リ ア １ ２ に 所 定 の 個 数 の 試 料 容 器 ２ ０ が 保 持 さ れ た と き 、 モ ー タ  
１ ４ は 、 制 御 部 １ ３ ２ の 制 御 に よ り 、 ロ ー タ １ １ を 1 / 4 周 （ 9 0 ° ） だ け 回 転 さ せ る 。 こ  
れ に よ り 、 未 だ 試 料 容 器 ２ ０ が 保 持 さ れ て い な い キ ャ リ ア １ ２ が 移 載 処 理 位 置 に 配 置 さ れ  
、 当 該 キ ャ リ ア １ ２ に 対 し て 、 上 記 と 同 様 に 所 定 の 個 数 の 試 料 容 器 ２ ０ を 保 持 さ せ る 操 作  
が 実 行 さ れ る 。 以 上 の 操 作 が 、 4 個 の キ ャ リ ア １ ２ に 全 て 所 定 の 個 数 の 試 料 容 器 ２ ０ を 保  
持 さ せ る ま で 繰 り 返 し 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う に 4 個 の キ ャ リ ア １ ２ に 所 定 の 個 数 の 試 料 容 器 ２ ０ が 保 持 さ れ た 後 、 制 御 部 １  
３ ２ の 制 御 に よ り 、 モ ー タ １ ４ は ロ ー タ １ １ を 高 速 回 転 さ せ る （ 図 ３ ( b ) ） 。 こ れ に よ り  
、 各 キ ャ リ ア １ ２ に 遠 心 力 が 作 用 し て 回 動 軸 の 周 り に 回 動 し 、 キ ャ リ ア １ ２ の 底 及 び そ れ  
に 収 容 さ れ た 試 料 容 器 ２ ０ の 底 が ロ ー タ １ １ の 回 転 の 外 側 と な る 方 向 に 傾 斜 す る 。 こ の と  
き 、 試 料 容 器 ２ ０ は 略 水 平 と な り 、 試 料 容 器 ２ ０ の う ち の ろ 過 膜 ２ ３ が 回 転 の 最 も 外 側 に  
位 置 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 す る と 、 試 料 容 器 ２ ０ の 内 容 物 に は 、 ろ 過 膜 ２ ３ に 向 か う 遠 心 力 が 作 用 す る 。 こ れ に よ  
り 、 試 料 容 器 ２ ０ の 内 容 物 の う ち 、 分 子 や 粒 子 が 比 較 的 小 さ い 成 分 は ろ 過 膜 ２ ３ を 通 過 し  
て 廃 液 貯 留 部 １ ２ ４ に 移 動 し 、 ろ 過 膜 ２ ３ を 通 過 し な い 成 分 が 試 料 容 器 ２ ０ 内 に 残 留 す る  
。 こ う し て 、 試 料 容 器 ２ ０ の 内 容 物 の う ち 試 料 容 器 ２ ０ 内 に 残 留 し た 物 が 分 離 物 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ロ ー タ １ １ を 所 定 時 間 だ け 高 速 回 転 さ せ た 後 、 制 御 部 １ ３ ２ が モ ー タ １ ４ を 制 御 す る こ  
と に よ り 、 4 個 の キ ャ リ ア １ ２ の う ち の 1 個 が 移 載 処 理 位 置 に 配 置 さ れ る よ う に ロ ー タ １  
１ の 回 転 が 停 止 す る 。 こ の よ う に ロ ー タ １ １ の 回 転 が 停 止 す る と 、 キ ャ リ ア １ ２ に 遠 心 力  
が 作 用 し な く な る た め 、 キ ャ リ ア １ ２ は そ の 自 重 に よ り 回 動 軸 の 周 り に 回 動 し 、 こ れ に よ  
り ロ ー タ １ １ の 回 転 が 開 始 さ れ る 前 の 角 度 、 す な わ ち 保 持 さ れ た 試 料 容 器 ２ ０ が 略 鉛 直 と  
な る 向 き に 戻 ろ う と す る 。 し か し 、 キ ャ リ ア 保 持 ピ ン １ １ ３ と キ ャ リ ア １ ２ の 凹 部 の 間 の  
摩 擦 抵 抗 等 に よ り 、 キ ャ リ ア １ ２ が 完 全 に は 元 の 向 き ま で 戻 ら ず 、 試 料 容 器 ２ ０ が 略 鉛 直  
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よ り も 手 前 の や や 傾 斜 し た 状 態 で キ ャ リ ア １ ２ が 停 止 す る こ と が あ る （ 図 ３ ( c ) ） 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ロ ー タ １ １ の 停 止 後 、 制 御 部 １ ３ ２ の 制 御 に よ り 、 ロ ボ ッ ト ア ー ム １ ３ １ は 、 記 憶 部 に  
記 憶 さ れ た 情 報 に 基 づ い て 、 保 持 部 １ ２ ３ に 試 料 容 器 ２ ０ が 保 持 さ れ て い る （ は ず ） の 位  
置 に 移 動 し 、 試 料 容 器 ２ ０ を 把 持 す る 操 作 を 実 行 す る 。 こ の と き 、 キ ャ リ ア １ ２ が 完 全 に  
は 元 の 向 き ま で 戻 っ て い る 場 合 （ 図 ４ ( a ) ） に は 、 そ の 位 置 に 試 料 容 器 ２ ０ が 存 在 す る た  
め 、 ロ ボ ッ ト ア ー ム １ ３ １ は 試 料 容 器 ２ ０ を 把 持 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に は 、 ロ ボ  
ッ ト ア ー ム １ ３ １ は 把 持 し た 試 料 容 器 ２ ０ を ベ ル ト コ ン ベ ア ６ １ に 移 載 す る 。 ベ ル ト コ ン  
ベ ア ６ １ に 移 載 さ れ た 試 料 容 器 ２ ０ は 、 さ ら に 抽 出 部 ５ に 移 送 さ れ 、 試 料 容 器 ２ ０ 内 で 分  
離 さ れ た 分 離 物 が 抽 出 部 ５ に お い て 抽 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ れ に 対 し て 、 キ ャ リ ア １ ２ が 元 の 向 き ま で 戻 っ て い な い 場 合 （ 図 ４ ( b ) ） に は 、 試 料  
容 器 ２ ０ は 、 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た 情 報 か ら 求 め ら れ る 本 来 の 位 置 （ 同 図 中 に 破 線 で 示 し た  
位 置 ） か ら キ ャ リ ア １ ２ の 回 動 軸 の 周 り に 回 動 し て ず れ た 位 置 に 存 在 す る 。 ロ ボ ッ ト ア ー  
ム １ ３ １ は 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た 情 報 に 基 づ い て 移 動 す る た め 、 こ の よ う に 本 来 の 位 置 か ら  
ず れ た 位 置 に 試 料 容 器 ２ ０ が 存 在 す る と 、 試 料 容 器 ２ ０ を 把 持 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 そ こ で 、 本 実 施 形 態 の 遠 心 分 離 機 １ ０ は 、 傾 き 調 整 機 構 １ ３ の 動 作 に よ り 、 キ ャ リ ア １  
２ が 元 の 向 き 、 す な わ ち 保 持 部 １ ２ ３ に 保 持 さ れ た 試 料 容 器 ２ ０ が 略 鉛 直 と な る よ う に 、  
回 動 軸 に 関 す る キ ャ リ ア １ ２ の 角 度 （ 傾 き ） を 調 整 す る 。 こ の と き の キ ャ リ ア １ ２ の 角 度  
が 前 述 の 「 所 定 の 角 度 」 に 該 当 す る 。 具 体 的 に は 図 ５ に 示 す よ う に 、 制 御 部 １ ３ ２ の 制 御  
に よ り 、 ロ ボ ッ ト ア ー ム １ ３ １ が キ ャ リ ア １ ２ の 本 体 部 １ ２ １ の 上 面 の う ち 、 回 動 軸 よ り  
も ロ ー タ １ １ の 回 転 の 外 側 （ 同 図 の キ ャ リ ア 保 持 ピ ン １ １ ３ よ り も 右 側 、 ロ ー タ １ １ の 回  
転 軸 １ １ １ 側 と は 反 対 側 ） の 部 分 を 、 キ ャ リ ア １ ２ が 元 の 向 き と な る 高 さ ま で 押 し 下 げ る  
。 こ の 高 さ は 、 後 述 の 予 備 実 験 で 求 め て お く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う に 傾 き 調 整 機 構 １ ３ に よ り キ ャ リ ア １ ２ が 元 の 向 き と な る よ う に 回 動 軸 に 関 す  
る 角 度 （ 傾 き ） を 調 整 す れ ば 、 図 ４ ( a ) で 示 し た 状 態 と な る た め 、 ロ ボ ッ ト ア ー ム １ ３ １  
が 試 料 容 器 ２ ０ を 把 持 す る こ と が で き 、 試 料 容 器 ２ ０ の 移 送 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ こ で 図 ６ を 参 照 し て 、 キ ャ リ ア １ ２ が 元 の 向 き と な る と き の ロ ボ ッ ト ア ー ム １ ３ １ の  
高 さ を 求 め る 予 備 実 験 を 説 明 す る 。 ま ず 、 キ ャ リ ア １ ２ の 本 体 部 １ ２ １ の 上 面 の う ち 、 ロ  
ボ ッ ト ア ー ム １ ３ １ が キ ャ リ ア １ ２ を 押 し 下 げ る 操 作 に 影 響 を 及 ぼ さ な い 位 置 に 水 準 器 ９  
０ を 載 置 す る 。 こ こ で 本 体 部 １ ２ １ の 上 面 は 保 持 部 １ ２ ３ の 内 側 壁 面 に 垂 直 に な る よ う に  
形 成 さ れ て い る 。 こ の 状 態 で ロ ボ ッ ト ア ー ム １ ３ １ が キ ャ リ ア １ ２ を 押 し 下 げ て ゆ く と 、  
水 準 器 ９ ０ が 示 す 本 体 部 １ ２ １ の 上 面 の 傾 き の 大 き さ が 変 化 し て ゆ く 。 そ し て 、 該 上 面 が  
水 平 で あ る こ と を 水 準 器 ９ ０ が 示 し た と き 、 保 持 部 １ ２ ３ に 保 持 さ れ た 試 料 容 器 ２ ０ が 略  
鉛 直 と な り 、 キ ャ リ ア １ ２ が 元 の 向 き に 戻 る 。 こ の と き の ロ ボ ッ ト ア ー ム １ ３ １ の 高 さ （  
ロ ボ ッ ト ア ー ム １ ３ １ が キ ャ リ ア １ ２ を 押 し 下 げ た 距 離 （ 相 対 的 な 高 さ ） で は な く 、 絶 対  
的 な 位 置 を 示 す 高 さ ） を 記 憶 部 に 記 憶 さ せ て お く 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 実 際 の 傾 き 調 整 の 際 に は 、 こ の 記 憶 さ せ た 高 さ ま で ロ ボ ッ ト ア ー ム １ ３ １ の 下 端 を 降 下  
さ せ れ ば 、 傾 い て い る キ ャ リ ア １ ２ が 押 し 下 げ ら れ 、 キ ャ リ ア １ ２ を 元 の 向 き に 戻 す こ と  
が で き る 。 こ の よ う に ロ ボ ッ ト ア ー ム １ ３ １ で 傾 き 調 整 を し た 後 、 そ の ま ま ロ ボ ッ ト ア ー  
ム １ ３ １ で 試 料 容 器 ２ ０ を 把 持 し て 移 送 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
( 3 )  変 形 例
　 以 上 、 本 発 明 に 係 る ス イ ン グ ロ ー タ 式 遠 心 分 離 機 及 び 分 析 試 料 前 処 理 装 置 の 実 施 形 態 を  
説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ ら の 実 施 形 態 に は 限 定 さ れ ず 、 種 々 の 変 形 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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　 例 え ば 、 上 記 実 施 形 態 の 遠 心 分 離 機 １ ０ で は 、 傾 き 調 整 機 構 １ ３ と し て 、 分 析 試 料 前 処  
理 装 置 １ が 有 す る ロ ボ ッ ト ア ー ム １ ３ １ に よ り キ ャ リ ア １ ２ を 所 定 位 置 を 押 し 下 げ る が 、  
ロ ボ ッ ト ア ー ム １ ３ １ 以 外 の も の （ 例 え ば 、 傾 き 調 整 機 構 １ ３ に 専 用 に 設 け た 押 圧 部 材 ）  
を 用 い て キ ャ リ ア １ ２ を 押 し 下 げ る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 記 実 施 形 態 で は 、 傾 き 調 整 機 構 １ ３ が キ ャ リ ア １ ２ が 所 定 の 向 き （ 傾 き ） と な る と き  
の ロ ボ ッ ト ア ー ム １ ３ １ （ 又 は そ れ 以 外 の 押 圧 部 材 ） の 高 さ を 予 備 実 験 で 求 め て お き 、 傾  
き 調 整 の 動 作 の 際 に は 、 ロ ボ ッ ト ア ー ム １ ３ １ （ 同 ） を 当 該 高 さ ま で 押 し 下 げ る こ と に よ  
り キ ャ リ ア １ ２ の 傾 き を 調 整 し て い る 。 そ の 代 わ り に 、 キ ャ リ ア １ ２ が 遠 心 力 で 回 動 す る  
方 向 と は 反 対 側 の 方 向 に 回 動 し て 所 定 の 向 き （ 傾 き ） と な っ た と き に 、 そ れ 以 上 回 動 さ せ  
な い ス ト ッ パ を 該 キ ャ リ ア １ ２ に 設 け る よ う に し て も よ い 。 こ の 場 合 、 傾 き 調 整 の 動 作 の  
際 に は 、 ス ト ッ パ に よ り キ ャ リ ア １ ２ の 回 動 が 停 止 す る ま で ロ ボ ッ ト ア ー ム １ ３ １ （ 同 ）  
を 押 し 下 げ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 上 記 実 施 形 態 の 遠 心 分 離 機 １ ０ で は 、 キ ャ リ ア １ ２ の 傾 き は 、 ロ ボ ッ ト ア ー ム １ ３ １ （  
又 は そ れ 以 外 の 押 圧 部 材 ） が 、 キ ャ リ ア １ ２ の 上 面 の う ち 回 動 軸 よ り も ロ ー タ １ １ の 回 転  
の 外 側 （ ロ ー タ １ １ の 回 転 軸 １ １ １ 側 と は 反 対 側 ） を （ 図 ７ ( a ) 中 の 矢 印 ３ ０ の 方 向 に ）  
押 し 下 げ る こ と に よ り 調 整 す る が 、 そ れ 以 外 の キ ャ リ ア １ ２ の 位 置 を 押 圧 す る よ う に し て  
も よ い 。 具 体 的 に は 、 キ ャ リ ア １ ２ の 下 面 （ 底 ） の う ち 回 動 軸 よ り も ロ ー タ １ １ の 回 転 軸  
１ １ １ 寄 り を （ 矢 印 ３ １ の 方 向 に ） 押 し 上 げ て も よ い 。 あ る い は 、 キ ャ リ ア １ ２ の 側 面 の  
う ち 、 ロ ー タ １ １ の 回 転 の 外 側 で あ っ て 回 動 軸 よ り も 下 側 を 同 回 転 の 内 側 （ 矢 印 ３ ２ の 方  
向 ） に 向 か っ て 押 圧 し た り 、 キ ャ リ ア １ ２ の 回 転 軸 １ １ １ 寄 り の 側 面 で あ っ て 回 動 軸 よ り  
も 上 側 を 同 回 転 の 外 側 （ 矢 印 ３ ３ の 方 向 ） に 向 か っ て 押 圧 し て も よ い 。 ま た 、 図 ７ ( b ) に  
示 す よ う に 、 キ ャ リ ア １ ２ の 上 面 の う ち 回 動 軸 よ り も ロ ー タ １ １ の 回 転 軸 １ １ １ 側 を （ 矢  
印 ３ ４ の 方 向 に ） 引 き 上 げ る 、 キ ャ リ ア １ ２ の 下 面 （ 底 ） の う ち 回 動 軸 よ り も ロ ー タ １ １  
の 回 転 の 外 側 を （ 矢 印 ３ ５ の 方 向 に ） 引 き 下 げ る 、 キ ャ リ ア １ ２ の 側 面 の う ち ロ ー タ １ １  
の 回 転 の 外 側 で あ っ て 回 動 軸 よ り も 上 側 を 同 回 転 の 外 側 （ 矢 印 ３ ６ の 方 向 ） に 向 か っ て 引  
く 、 又 は 、 キ ャ リ ア １ ２ の 回 転 軸 １ １ １ 寄 り の 側 面 で あ っ て 回 動 軸 よ り も 下 側 を 同 回 転 の  
内 側 （ 矢 印 ３ ７ の 方 向 ） に 向 か っ て 引 く こ と に よ っ て キ ャ リ ア １ ２ の 傾 き を 調 整 し て も よ  
い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 上 記 実 施 形 態 で は 、 試 料 容 器 ２ ０ が 保 持 部 １ ２ ３ に 略 鉛 直 と な る よ う に 保 持 さ れ る と き  
の キ ャ リ ア １ ２ の 角 度 を 「 所 定 の 角 度 」 と し た が 、 そ れ 以 外 の 角 度 （ 試 料 容 器 ２ ０ が 鉛 直  
か ら 傾 斜 す る 角 度 ） を 所 定 の 角 度 と し て も よ い 。 そ の よ う な 場 合 で あ っ て も 、 傾 き 調 整 機  
構 １ ３ に よ る キ ャ リ ア １ ２ の 傾 き を 調 整 し た 後 の 、 保 持 部 １ ２ ３ に 保 持 さ れ た 試 料 容 器 ２  
０ の 位 置 を 特 定 す る こ と が で き る た め 、 ロ ボ ッ ト ア ー ム を 用 い た 試 料 容 器 ２ ０ の 搬 入 ・ 搬  
出 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 分 析 試 料 前 処 理 装 置 も ま た 、 上 記 実 施 形 態 の も の に は 限 定 さ れ ず 、 本 実 施 形 態 又 は そ の  
変 形 例 の 遠 心 分 離 機 及 び ロ ボ ッ ト ア ー ム を 有 し て い れ ば 、 そ れ 以 外 の 構 成 は 適 宜 変 形 が 可  
能 で あ る 。 例 え ば 、 分 析 試 料 前 処 理 装 置 は 、 本 実 施 形 態 又 は そ の 変 形 例 の 遠 心 分 離 機 の 保  
持 部 に 保 持 さ れ た 試 料 容 器 の 位 置 と 外 部 と の 間 で 移 動 可 能 で あ っ て 、 該 試 料 容 器 対 し て 試  
料 、 添 加 物 、 溶 媒 等 を 注 入 す る ピ ペ ッ ト を 備 え て い て も よ い 。 こ の よ う な 構 成 に お い て 、  
傾 き 調 整 機 構 に よ り キ ャ リ ア の 角 度 を 調 整 す る こ と に よ り 、 ピ ペ ッ ト を 確 実 に 試 料 容 器 の  
位 置 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ［ 態 様 ］
　 上 述 し た 例 示 的 な 実 施 形 態 が 以 下 の 態 様 の 具 体 例 で あ る こ と は 、 当 業 者 に は 明 ら か で あ  
る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
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　 （ 第 １ 項 ） 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る ス イ ン グ ロ ー タ 式 遠 心 分 離 機 は 、
　 回 転 軸 の 周 り に 回 転 す る ロ ー タ と 、
　 前 記 ロ ー タ に 、 前 記 回 転 軸 に 垂 直 な 回 動 軸 の 周 り に 回 動 可 能 に 保 持 さ れ 、 試 料 容 器 を 保  
持 す る 保 持 部 を 備 え る キ ャ リ ア と 、
　 前 記 キ ャ リ ア を 前 記 回 動 軸 に 関 し て 所 定 の 角 度 に 調 整 す る 傾 き 調 整 機 構 と
を 備 え る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 第 １ 項 に 係 る ス イ ン グ ロ ー タ 式 遠 心 分 離 機 に よ れ ば 、 保 持 部 に 試 料 容 器 を 保 持 し た 状 態  
で ロ ー タ を 回 転 さ せ る こ と に よ り 遠 心 分 離 処 理 を 行 っ た 後 、 ロ ー タ の 回 転 を 停 止 さ せ 、 さ  
ら に 、 傾 き 調 整 機 構 に よ り キ ャ リ ア を 回 動 軸 に 関 し て 所 定 の 角 度 に 調 整 す る 。 こ れ に よ り  
、 ロ ー タ の 回 転 を 停 止 さ せ た 時 点 で は キ ャ リ ア が 回 動 軸 に 関 し て 本 来 の （ 所 定 の ） 角 度 （  
傾 き ） と は 異 な る 角 度 と な っ た 場 合 に も 、 傾 き 調 整 機 構 に よ り 所 定 の 角 度 に 調 整 さ れ る 。  
こ れ に よ り 、 保 持 部 （ 及 び そ れ に 保 持 さ れ た 試 料 容 器 ） を 確 実 に 所 定 の 位 置 に 存 在 さ せ る  
こ と が で き る 。 そ の た め 、 ロ ボ ッ ト ア ー ム を 用 い て 、 試 料 容 器 を 保 持 部 か ら 取 り 出 す こ と  
や 、 次 に 遠 心 分 離 処 理 を 行 う 試 料 容 器 を 保 持 部 に 保 持 さ せ る こ と を 確 実 に 実 行 す る こ と が  
で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 な お 、 前 記 所 定 の 角 度 は 、 典 型 的 に は キ ャ リ ア に 保 持 さ れ た 試 料 容 器 が 略 鉛 直 と な る 角  
度 で あ る が 、 そ れ に は 限 定 さ れ ず 、 試 料 容 器 が 略 鉛 直 か ら 傾 斜 す る 角 度 と し て も （ 角 度 が  
特 定 さ れ て い れ ば 試 料 容 器 の 位 置 も 特 定 さ れ る た め ） 差 し 支 え は な い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 （ 第 ２ 項 ） 第 ２ 項 に 係 る ス イ ン グ ロ ー タ 式 遠 心 分 離 機 は 、 第 １ 項 に 係 る ス イ ン グ ロ ー タ  
式 遠 心 分 離 機 に お い て 、 前 記 傾 き 調 整 機 構 は 、 前 記 キ ャ リ ア を 前 記 回 動 軸 の 周 り に 前 記 所  
定 の 角 度 ま で 回 動 さ せ る よ う に 該 キ ャ リ ア の 一 部 を 押 圧 す る 押 圧 機 構 を 備 え る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 （ 第 ３ 項 ） 第 ３ 項 に 係 る ス イ ン グ ロ ー タ 式 遠 心 分 離 機 は 、 第 ２ 項 に 係 る ス イ ン グ ロ ー タ  
式 遠 心 分 離 機 に お い て 、 前 記 押 圧 機 構 は 、 前 記 キ ャ リ ア の 上 部 の う ち 前 記 回 動 軸 よ り も 前  
記 ロ ー タ の 回 転 に 関 し て 外 側 の 位 置 を 、 前 記 キ ャ リ ア を 前 記 回 動 軸 の 周 り に 前 記 所 定 の 角  
度 ま で 回 動 さ せ る 所 定 の 高 さ ま で 下 方 に 押 圧 す る も の と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 第 ２ 項 に 係 る ス イ ン グ ロ ー タ 式 遠 心 分 離 機 に よ れ ば 、 キ ャ リ ア の 一 部 を 押 圧 す る こ と で  
キ ャ リ ア を 所 定 の 角 度 ま で 回 動 さ せ る こ と に よ り 、 キ ャ リ ア の 傾 き を 調 整 す る こ と が で き  
る 。 そ の 際 、 第 ３ 項 に 規 定 の よ う に 、 キ ャ リ ア の 上 部 の う ち 、 回 動 軸 よ り も ロ ー タ の 回 転  
に 関 し て 外 側 の 位 置 を 押 圧 機 構 で 下 方 に 押 圧 す る こ と で 、 キ ャ リ ア を 所 定 の 角 度 ま で 回 動  
さ せ る 、 と い う 態 様 を 取 る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 当 該 位 置 を 押 し 下 げ る 高 さ と 回 動 軸  
の 周 り の 回 動 の 角 度 が 対 応 す る た め 、 当 該 位 置 を 所 定 の 高 さ ま で 押 し 下 げ れ ば 、 キ ャ リ ア  
が 所 定 の 角 度 に 回 動 す る こ と と な る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 （ 第 ４ 項 ） 第 ４ 項 に 係 る ス イ ン グ ロ ー タ 式 遠 心 分 離 機 は 、 第 ３ 項 に 係 る ス イ ン グ ロ ー タ  
式 遠 心 分 離 機 に お い て 、 前 記 押 圧 機 構 は 分 析 試 料 前 処 理 装 置 が 備 え る ロ ボ ッ ト ア ー ム で あ  
る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 第 ４ 項 に 係 る ス イ ン グ ロ ー タ 式 遠 心 分 離 機 に よ れ ば 、 分 析 試 料 前 処 理 装 置 が 備 え る ロ ボ  
ッ ト ア ー ム を 押 圧 機 構 と し て 用 い る た め 、 傾 き 調 整 機 構 の た め に 別 途 押 圧 機 構 を 設 け る 必  
要 が な く 、 装 置 の 構 成 を 簡 素 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 も ち ろ ん 、 本 発 明 に 係 る ス イ ン グ ロ ー タ 式 遠 心 分 離 機 に お い て 、 ロ ボ ッ ト ア ー ム と は 別  
に 押 下 げ 機 構 を 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
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　 （ 第 ５ 項 ） 第 ５ 項 に 係 る ス イ ン グ ロ ー タ 式 遠 心 分 離 機 の キ ャ リ ア の 傾 き 調 整 方 法 は 、 第  
３ 項 又 は 第 ４ 項 に 記 載 の ス イ ン グ ロ ー タ 式 遠 心 分 離 機 に お け る 前 記 キ ャ リ ア の 傾 き を 調 整  
す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 キ ャ リ ア の 上 部 に 水 準 器 を 載 置 し た う え で 、 該 上 部 の う ち 前 記 回 動 軸 よ り も 前 記 ロ  
ー タ の 回 転 に 関 し て 外 側 の 位 置 を 前 記 押 圧 機 構 で 下 方 に 押 圧 し て ゆ き 、 該 水 準 器 が 水 平 で  
あ る こ と を 示 し た と き の 該 押 圧 機 構 の 高 さ を 前 記 所 定 の 高 さ と し て 記 録 す る 予 備 実 験 を 行  
い 、
　 前 記 ス イ ン グ ロ ー タ 式 遠 心 分 離 機 の 使 用 時 に 、 前 記 ロ ー タ の 回 転 を 停 止 し た 後 、 前 記 位  
置 を 前 記 押 圧 機 構 に よ り 前 記 高 さ ま で 下 方 に 押 圧 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 第 ５ 項 に 係 る ス イ ン グ ロ ー タ 式 遠 心 分 離 機 の キ ャ リ ア の 傾 き 調 整 方 法 に よ れ ば 、 予 備 実  
験 に よ り 、 水 準 器 を 用 い て キ ャ リ ア の 上 部 が 水 平 に な る と き の 押 圧 機 構 の 高 さ （ 前 記 所 定  
の 高 さ ） を 特 定 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 遠 心 分 離 機 の 使 用 時 に は 、 ロ ー タ の 回 転 を  
停 止 し た 後 、 押 圧 機 構 に よ り キ ャ リ ア の 上 部 の 前 記 位 置 を 該 所 定 の 高 さ ま で 押 し 下 げ る こ  
と で 、 キ ャ リ ア を 回 動 軸 に 関 し て 所 定 の 角 度 に 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 （ 第 ６ 項 ） 第 ６ 項 に 係 る 分 析 試 料 前 処 理 装 置 は 、
　 第 １ 項 ～ 第 ４ 項 の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ス イ ン グ ロ ー タ 式 遠 心 分 離 機 と 、
　 前 記 キ ャ リ ア が 前 記 所 定 の 角 度 に 調 整 さ れ た 状 態 に お け る 前 記 保 持 部 の 位 置 と 前 記 ス イ  
ン グ ロ ー タ 式 遠 心 分 離 機 の 外 部 と の 間 で 試 料 容 器 を 移 動 さ せ る ロ ボ ッ ト ア ー ム と
を 備 え る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 第 ６ 項 に 係 る 分 析 試 料 前 処 理 装 置 に よ れ ば 、 ロ ー タ の 回 転 を 停 止 さ せ た と き に キ ャ リ ア  
を 所 定 の 角 度 に 調 整 す る こ と に よ り 、 保 持 部 及 び そ れ に 保 持 さ れ た 試 料 容 器 を 確 実 に 所 定  
の 位 置 に 存 在 さ せ る こ と が で き る た め 、 ロ ボ ッ ト ア ー ム に よ る 保 持 部 へ の 試 料 容 器 の 搬 入  
及 び 保 持 部 か ら の 試 料 容 器 の 搬 出 を 確 実 に 行 う こ と が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
１ … 分 析 試 料 前 処 理 装 置
２ … 試 料 導 入 部
３ … 振 と う 部
４ … 添 加 部
５ … 抽 出 部
６ … 搬 送 装 置
６ １ … ベ ル ト コ ン ベ ア
１ ０ … ス イ ン グ ロ ー タ 式 遠 心 分 離 機
１ １ … ロ ー タ
１ １ １ … 回 転 軸
１ １ ２ … ア ー ム
１ １ ２ １ … 分 岐 部
１ １ ３ … キ ャ リ ア 保 持 ピ ン
１ ２ … キ ャ リ ア
１ ２ １ … 本 体 部
１ ２ １ １ … 孔
１ ２ ２ … 本 体 収 容 部
１ ２ ３ … 保 持 部
１ ２ ４ … 廃 液 貯 留 部
１ ２ ５ … 把 持 部
１ ３ … 調 整 機 構
１ ３ １ … ロ ボ ッ ト ア ー ム
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１ ３ ２ … 制 御 部
１ ４ … モ ー タ
２ ０ … 試 料 容 器
２ １ … 試 料 収 容 部
２ ２ … 蓋 部
２ ３ … ろ 過 膜
３ ０ ～ ３ ７ … キ ャ リ ア を 押 す 、 又 は 引 く 方 向 を 示 す 矢 印
９ ０ … 水 準 器
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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